
2022 年度診療報酬改定に向けての提案書につきまして 

 

日本小児血液・がん学会会員 各位 

 

保険診療委員会委員⾧ 田内久道 

保険診療委員会担当理事 小川千登世 

 

謹啓 秋冷の候、先生方におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、当学会が加盟しております内科系学会社会保険連合より 2022 年度診療報酬提案書に

ついての第一次提案書についてご案内いただきます。 

保険診療委員会において検討し、提出させていただきたいと存じますので、ご要望がある場

合は、2020 年 11 月 11 日（水）までに、以下の区分よりご提案を事務局までご提出くださ

い。 

 

 

１．医療技術（未収載） 

 1）申請提案名 

 2）区分（いずれか一つ） 

  Ｂ医学管理等・Ｃ在宅医療・Ｄ検査・Ｅ画像診断・Ｆ投薬・Ｇ注射・Ｈリハビリ・Ｉ精

神科専門治療・Ｊ処置・Ｋ手術・Ｌ麻酔・Ｍ放射線治療・Ｎ病理診断・その他    

 3）技術の概要（200 字以内）        

 4）対象疾患名        

  5）提出提案のエビデンス 

  Ａ調査済みの公開データ・Ｂ調査済みの非公開データ・Ｃ今後調査予定のデータ・Ｄデ

ータはない 

 6）保険収載が必要性な理由（400 字以内）  

 

 

２．医療技術（既収載） 

 1）申請技術名        

 2）区分（いずれか１つ） 

  Ｂ医学管理等・Ｃ在宅医療・Ｄ検査・Ｅ画像診断・Ｆ投薬・Ｇ注射・Ｈリハビリ・Ｉ精

神科専門治療・Ｊ処置・Ｋ手術・Ｌ麻酔・Ｍ放射線治療・Ｎ病理診断・その他 

 3）診療報酬番号 

 4）技術の概要（200 字以内） 



  5）提出提案のエビデンス 

  Ａ調査済みの公開データ・Ｂ調査済みの非公開データ・Ｃ今後調査予定のデータ・Ｄデ

ータはない 

 6）再評価区分（複数選択可） 

  1-A.算定要件の拡大（適応疾患の拡大） 

  1-B.算定要件の拡大（施設基準） 

  1-C.算定要件の拡大（回数制限） 

  2-A.点数の見直し（増点） 

  2-B.点数の見直し（減点） 

  3.項目設定の見直し 

  4.保険収載の廃止  

  5.新規特定保健医療材料等に係る点数 

  6.その他 

 7）保険収載が必要性な理由（400 字以内）  

 

 

3. 基本診療料（A 区分）：未収載 

1）申請提案名 

2) 技術の概要（200 字以内） 

3) 対象疾患名 

4) 提出提案のエビデンス     

ａ：論文等ですでに公開しているデータを用いる 

ｂ：論文等で公開はないが、調査済みデータを用いる 

ｃ：これから実施する調査のデータを用いる 

ｄ：データはない 

5) 保険収載が必要な理由（400 字以内） 

 

 

4. 基本診療料（A 区分）：既収載 

1) 申請提案名 

2) 診療報酬番号技術の概要（200 字以内） 

3) 対象疾患名提出提案のエビデンス     

ａ：論文等ですでに公開しているデータを用いる 

ｂ：論文等で公開はないが、調査済みデータを用いる 

ｃ：これから実施する調査のデータを用いる 

ｄ：データはない 



4) 再評価区分（複数選択可） 

1-A 算定要件の拡大（適応疾患の拡大）  

1-B 算定要件の拡大(施設基準） 

1-C 算定要件の拡大（回数制限）   

2-A 点数の見直し（増点）    

2-B  点数の見直し（減点）     

3  項目設定の見直し          

4   保険収載の廃止  

5  新規特定保険医療材料等に係る点数   

   6  その他（           ） 

5) 保険収載が必要な理由（400 字以内） 

 

 

5．医薬品 

 1）既収載または未収載 

 2）薬品一般名 

 3）薬品商品名 

 4）薬品の区分概要 

  5）提出提案のエビデンス 

 ａ：論文等ですでに公開しているデータを用いる 

ｂ：論文等で公開はないが、調査済みデータを用いる 

ｃ：これから実施する調査のデータを用いる 

ｄ：データはない 

 6）再評価区分  （複数選択可）      

  1.算定要件の拡大 

  2.点数の見直し 

  3.保険収載の廃止  

  4.その他 

 7）具体的な内容      


